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平平平成成成 222 555 年年年度度度    三三三春春春町町町ののの基基基本本本目目目標標標 ととと予予予算算算規規規模模模 にににつつついいいててて   

 

 

◆ 基 本 目 標 

日本経済は、東日本大震災の深刻な打撃から立て直しが図られるなか、復興需要などの

内需がけん引し、また政治への期待感などから景気の足取りは緩やかな回復の兆しを見せ

つつあります。しかし、不安定な欧州経済に加えて世界景気の減速感、電力供給の制約、

消費需要や雇用賃金の伸び悩みなどの懸念材料もあり、依然として先行き不透明な状況が

続いています。 

一方、本町を取り巻く財政環境は、企業収益の低迷や固定資産税の減収等により、歳入

の根幹となる町税収入が不透明という財政状況にあります。そのような中ではありますが、あ

らゆる方策を講じて財源を捻出しながら、原子力災害からの再生に係る取組を最優先に予

算の編成を行いました。また、厳しい経済・雇用情勢に迅速かつ的確に対応していくことを

最優先とし、町民の皆さんが安心して生活していくために必要な社会保障関連、本町の重

要課題である役場庁舎の整備、次代を担うひとづくりの分野などへ限られた財源を重点的・

優先的に配分しました。 

一般財源総額の確保が厳しい中にありますが、事業量を確保しメリハリのある予算編成に

努めたところであります。 

予算の執行にあたりましては、知恵と工夫を最大限に発揮し、全職員が一丸となり、これ

まで以上に各課連携して取り組んで参ります。また、町民や議会の皆さんと協働の観点から

連携を図りながら、町民生活の身近な安全・安心を守り、町民が夢と希望を持てる豊かな町

づくりを進めて参ります。 



◆ 会計別予算規模 

    平成２５年度の予算総額は、１５７億８，４４６万円となり、平成２４年度と比較すると１２億７３１万円の増、増減率

では８．３％の増となっております。また、一般会計の予算規模については、６７億６，７２０万円となっており、 

平成２４年度と比較しますと２億１，６２６万円、３．１％の減となっております。 

 

▼ 一般会計 予算総額の推移（5ヵ年）             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 一般会計にみる町民ひとりあたりの金額 

 

 

 

 

一般会計とは    町税や地方交付税などを主な財源として、福祉や教育、道路や公園の整備など、さまざまな

分野の仕事を行うための会計で、多くの事業やサービスは、この一般会計で行っています。 

特別会計とは    国民健康保険や町営バスのように、保険料や使用料などの特定の収入により特定の事業を

行うため、一般会計と区分して設けられている会計です。 

公営企業会計とは   地方公営企業法の適用を受けて、地方公共団体が経営する病院や水道事業のように、

その事業収入により経営を行うために設けられている会計です。

会   計   名 ２５年度 ２４年度 対前年比 

一 般 会 計 ６７億６，７２０万円 ６９億８，３４６万円 △  ３．１％ 

特 

別 

会 

計 

国民健康保険特別会計 ２０億６，９３３万円 ２０億６，４３９万円 ０．２％ 

後期高齢者医療特別会計 １億６，３８１万円 １億６，６２２万円 △  １．５％ 

介護保険特別会計 １４億９，２１６万円 １３億６，０９４万円 ９．６％ 

町営バス事業特別会計 ４，２４０万円 １，５７０万円 １７０．１％ 

放射性物質対策特別会計 ３９億５，８９８万円 ２５億３，１５０万円 ５６．４％ 

企

業

会

計 

病 院 事 業 会 計 ９，００４万円 ９，６２９万円 △  ６．５％ 

水 道 事 業 会 計 ５億７，１３３万円 ５億７，５８１万円 △  ０．８％ 

下水道事業等会計 ５億５，９４９万円 ５億３，７８０万円 ４．０％ 

宅地造成事業会計 ６，９７２万円 ２億４，５０４万円 △ ７１．５％ 

 総      計 １５７億８，４４６万円 １４５億７，７１５万円 ８．３％ 

 使われるお金  ３８５，０９１円 
 負担する町税    ９１，３９６円 

※人口１７，５７３人（平成２５年４月１日現在 三春町現住人口） 



 三春町第６次長期計画と平成２５年度の重点施策の体系  

  基本理念                基本方針           項目         平成２５年度重点施策 

安全安心なまち 

危険がなく、安全に

暮らせるからこそ安

心が生じ、安心して

暮らせるからこそ生

活を楽しむ事ができ

ます。 

安全で安心して暮ら

せるまちを築いてい

きます。 

 

継続発展 

するまち 

少子高齢化問題や

環境問題を受け止め

つつ、これまでの元

気で活力ある地域社

会やうつくしい自然環

境をずっと守り育て

ていきます。 

だれもが 

暮らしやすい 

まちづくり 

夢を持ち 

豊かな心が育つ 

まちづくり 

豊

か

な

自

然

の

恵

み

や

歴

史

と

文

化

を

守

り

伝

え

、

協

働

に

よ

り

発

展

し

つ

づ

け

る

町 

元気で健やかに

暮らせる 

まちづくり 

みんなで築く 

 つながりのある 

まちづくり 

地域の特性と 

資源を活かした

活力ある 

まちづくり 

●防災・災害対策 

●交通安全・防犯対策 

●上下水道の整備 

●道路・交通網の整備 

●情報通信基盤の整備 

●住環境の整備 

●田園生活空間の提供 

●魅力ある市街地の形成 

●子育て支援 

●幼児教育の充実 

●学校教育の充実 

●校外学習の充実 

●青少年健全育成 

●文化・生涯学習 

・交流の推進 

●スポーツの振興 

●男女共同参画の推進 

●健康づくりの推進 

●地域医療の充実 

●地域福祉 

・社会福祉の充実 

●高齢者福祉の充実 

●障がい者福祉の充実 

●協働によるまちづくり 

●ボランティア活動 

への支援 

●情報の共有化 

●広域行政の推進 

●農林業の振興 

●工業の振興 

●商工の振興 

●観光の振興 

●環境 

・リサイクルへの配慮 

●歴史・文化の継承 

●良好な景観の形成 

●土地利用の検討 

重点施策１ 

 原子力発電所事故

による除染等対策

に関する取り組み 

重点施策２ 

町有施設の整備に 

関する取り組み 

重点施策３ 

人口減少・少子化

対策に関する取り

組み 

重点施策４ 

産業振興による 

地域活性化に 

関する取り組み 

重点施策５ 

安全で安心して暮らせ

る生活環境の創造に関

する取り組み 

 

重点施策６ 

学校教育の充実と 

ｽﾎﾟｰﾂ・文化活動の 

推進に関する取り組み 

 

重点施策７ 

町民の健康増進と

福祉施策の充実に

関する取り組み 

自主自立のまち 

「住民自らが考え、自

らが責任を持って実

行する」という自主自

立の現実に向け、自

分たちのまちに誇りと

愛着が持てるまちづ

くりを目指します。 



 

 

 

重点施策１  

原子力発電所事故による 

除染等対策に関する取り組み   

 

■ 除染事業 

【放射性物質対策特別会計】（拡充）（除染対策課） 

三春町除染実施計画に基づき、次の除染に取り組

みます。 

住宅等除染事業     ２１億８，８００万円 

仮置場が設置された地区から、順次、住宅地

の除染を実施します。 

公共施設除染事業      １億４，９００万円 

小中学校、保育所、幼稚園、地区交流館など

の除染を実施します。 

農地除染事業       １億８，９００万円 

耕作されている農地の除染を実施します。 

町道除染事業       １億８，０００万円 

住宅地の除染と併せ、町道の除染を実施しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 仮置場の設置・管理 

【放射性物質対策特別会計】（拡充） (除染対策課） 

仮置場設置事業     １０億１，９７７万円 

各地区で選定された仮置場の測量設計、造成

工事等を実施します。 

仮置場管理費         ２，２３３万円 

除染廃棄物の管理、放射線量のモニタリン

グ等を行います。 

 

 

 

 

 

 放射性物質の測定  

【放射性物質対策特別会計、一般会計】（除染対策課ほか） 

放射線量モニタリング調査事業   ３３４万円 

公共施設等の放射線量を測定します。 

食品等放射能測定事業     １，５２４万円 

「ベクレル調べるセンター」で、町民の方が

生産した野菜などの食品の放射線量を無料で測

定します。 

学校給食等食材検査事業        ６２万円 

小中学校、保育所の給食用食材の放射性物質

検査を継続実施します。 

学校施設の井戸水、プール等水質検査事業   ２１４万円 

町民プール、小中学校や保育所のプール、井

戸水利用の施設の水質検査を継続実施します。 

  町民の健康管理事業        ５０２万円 

未就学児や妊婦に線量計の貸与を継続して実

施します。また、県が実施する健康管理事業を

サポートします。 

  小中学生内部被ばく量検査事業   １９８万円 

民間医療機関にて小中学生のホールボディカ

ウンターによる内部被ばく量を測定します。 

 農業系汚染廃棄物対策事業     １７５万円 

畜産農家に保管されている堆肥やワラなどを

堆肥センターに収集し、仮置きします。 

新指定汚染廃棄物対策事業    ４９２万円 

    焼却灰等の測定及び保管業務を実施します。 

 線量計等整備事業         ７５３万円 

線量計の購入、校正を行います。 

 

■  風評被害の払拭への取組み  

 （産業課 商工・観光ｸﾞﾙｰﾌﾟほか） 

新地域ブランド確立事業      ５４６万円 

風評被害の払拭と地域活性化を図るため、三

春町のキャッチコピー・キャラクター・ロゴマ

ークなどを制作します。 

観光キャンペーン事業       ７５０万円 

観光ＰＲポスター等を制作し、首都圏に向け

たＰＲを実施します。 

平平成成２２５５年年度度のの主主なな事事業業をを紹紹介介ししまますす  

富沢７組集会所（モデル地区）除染の様子 

平成 24 年度 

目黒区民まつり 

出店時の様子 



 

重点施策２ 

町有施設の整備に関する取り組み 

 

■ 役場庁舎などの公共施設整備の推進 

【総務費ほか】（財務課 公共施設整備班ほか） 

新役場庁舎整備事業       ５，１５１万円               

役場庁舎整備基本計画を策定し、プロポーザル方

式により業者を選定し２５年度中の工事着工を目

指します。 

【予算の内訳】 

 用地取得費          ２，３０８万円 

 用地測量・地質調査業務      ４３６万円 

 役場庁舎建設用地発掘調査事業 ２，４０７万円 

新役場南側駐車場道路新設工事  １，５７５万円 

役場駐車場不足を解消するため、役場南側駐車

場に道路を新設し、併せて駐車場を拡張します。 

新旧公民館解体事業       ２，２８３万円                

耐震診断Ｃランクのため、大地震時には倒壊も

しくは崩壊を引き起こす可能性が高いことから解

体撤去します。なお、解体後は当面駐車場として

利用します。 

 小学校管理事業（主な修繕工事）   ４３７万円 

   安全・安心な学習環境を整え、施設の維持管理・

児童の健康管理のための事業を行います。 

【予算の内訳】 

 新岩江小トイレ改修工事      ２７３万円 

 新中郷小トイレ改修工事      １６４万円 

保育所・幼稚園事業（主な修繕工事） ６３６万円 

   安全・安心な保育環境を整え、保育・幼児教育

の充実を図ります。 

【予算の内訳】 

  新第１保育所トイレ改修工事    ３１３万円 

  新中郷幼稚園トイレ改修工事     ７８万円 

新岩江幼稚園トイレ改修工事     １０４万円 

新岩江幼稚園下水道接続工事    １４１万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町営住宅運営管理事業（主な修繕工事） ２，４４４万円 

   町営住宅の居住環境の改善を図るため、次の工

事を実施します。 

【予算の内訳】 

  新一本松３４団地北側居室壁断熱改修工事 ７７４万円 

新舞木団地屋根等改修工事   １，０５７万円 

新沼倉団地集会所屋根補修工事    ２２２万円 

新栄町団地解体工事        ３９１万円 

[参考]（２４年度追加補正） 

   国の１次補正予算の社会資本整備総合交付金事

業により、町営住宅の改修します。 

新八雲団地 1・２号棟屋上防水工事 １，８８８万円 

 

■ 三春小学校耐震化の促進 

【教育費】 （教育課 学校教育ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

新三春小学校耐震化事業  ２億７，９５２万円 

東日本大震災を踏まえ、校舎、屋内運動場の耐

震補強と大規模改工事を行います。なお、工事期

間中は、児童の安全確保と教育環境を考慮し、現

旧三春中へ仮移転します。 

【予算の内訳】 

新耐震補強大規模改造工事 ２億４，９８１万円                       

新耐震補強大規模改造工事監理業務 ４７３万円                      

新仮校舎改修工事         ５６０万円                  

現三春中校舎の間仕切り、トイレ改修等工事

を行います。 

新遊具移転工事           １４９万円 

新引越業務             １４７万円 

新宅配弁当給食助成事業    １，６４２万円 

仮移転中の給食を外部委託し、1食２５０円を

助成します。 

 

■ 閉校となる中学校の建物及び跡地利活用の推進 

【教育費】（教育課 学校教育ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

新旧沢石中学校改修事業      １，０９４万

円 

沢石小の教育環境向上のため、２５年８月より

旧沢石中へ移転します。 

【予算の内訳】 

新校舎改修工事          ５６５万円 

新校内道路拡幅・舗装工事     ４１６万円 

新遊具移設工事           ５１万円 

新引越し業務            ６２万円 

 空き校舎の利活用の検討    経常経費で対応 
解体予定の旧公民館 



 

重点施策３ 

人口減少・少子化対策に関する取り組み 

 

■ 子育て支援施策の充実 

【民生費・衛生費・教育費】（保健福祉課・教育課） 

新子ども子育て支援事業計画策定  経常経費で対応               

三春町の子ども・子育て支援事業計画策定のた

めのニーズ調査を行います。 

保育所・幼稚園の方向性の検討  経常経費で対応               

第１保育所の公設民営化（指定管理者導入）に

向けた事業です。 

妊婦健康診査事業           １，３２５万円               

すべての妊婦に対して１４回までの健診費用を

公費により負担します。 

こんにちは赤ちゃん訪問事業         ２３万円               

保健師・訪問員等による相談活動を行います。 

すくすく赤ちゃん応援事業       ８６１万円               

育児に係る経済的負担の軽減を図るため、紙お

むつ、粉ミルク、ベビーフード商品を購入できる

助成券（出生時と１歳の誕生日を迎えたときに、

それぞれ３０，０００円）を支給します。 

幼児歯科健診事業           ５６万円               

幼児の虫歯保有率が高いことから、歯科医療機

関において無料でフッ素を塗付する事業です。 

児童手当支給事業        ３億２５１万円               

３歳未満 1人１５，０００円、小学校修了前は

１子、２子１人１０，０００円、３子以降は 

１５，０００円、中学生１人１０，０００円を支

給します。ただし、所得制限額以上は１人 

５，０００円。（月額）  

子育て支援医療費助成事業    ７，４０９万円               

子育てに係る負担の軽減と子どもの健康の保持

増進を図るため、高校３年生までの医療費を無料

とします。 

多子世帯養育支援事業        ７９７万円               

１８歳未満の子ども３人以上を養育している世

帯の第３子以降の乳幼児を在宅等で養育している

場合、月５，９００円を支給します。 

多子世帯保育料無料化事業  保育料予算の中で対応               

１８歳未満の子どもを３人以上養育している世

帯の、３番目以降の乳幼児が、町立の保育所、幼稚

園に入園している場合、保育料を無料にするもので

す。 

多子世帯保育料負担軽減事業      ４８万円               

１８歳未満の子どもを３人以上養育している世

帯の、３番目以降で３歳未満の乳幼児が、町立以外

の認可外保育施設等に入所している場合、補助金を

交付します。 

 

 

 

ファミリーサポート事業        ７５万円               

みはるファミリーサポートセンターの利用料の

１/２を町が助成します。 

放課後子どもプラン推進事業(まほらっ子教室) ７１０万円               

小学校を単位に開催し、地区の方々の協力を得

て、放課後の子どもの安全・安心な居場所を確保

し、地域の実情や特色を生かした体験活動や交流

等の事業を展開します。 

児童館、児童クラブ運営事業   ４，３７４万円               

児童に健全な遊び場、生活の場を提供するため

中央児童館、御木沢・岩江児童クラブを運営。 

親育て・子育て学びふれあい事業    ３７万円               

子どもを持つ親が、子どもとの接し方、悩みを抱

える子どもの支援の仕方等を習得し、良好な家族関

係の形成をめざします。 

新私立認可保育所運営費補助事業  ３，０４９万円               

25 年 4 月から私立認定保育所になった光の子保

育園へ運営費を補助するものです。 

 

■ 人口減少に歯止めをかける住宅施策の展開 

【総務費・土木費・宅地造成会計】（総務課・建設課・企業局）  

新賃貸住宅建設促進奨励金       ８４０万円               

民間賃貸住宅の建設を促進するため、建設者に対

し建設費用を補助する事業です。 

賃貸住宅建設用地貸付事業        ３５万円               

民間賃貸住宅の建設を促進するため、町有地を

無償で貸し付けます。 

新賃貸住宅家賃助成事業        １９０万円               

町の活性化と定住人口の増加を図るため、町内

の賃貸住宅へ転入した４０歳未満の世帯に家賃の

一部を助成します。 

地元建築業者活用奨励金        １２０万円               

町分譲地に町内建築業者を利用して住宅を建築

した方に報奨金を交付する事業です。 

建売住宅建築販売奨励金        ３１０万円               

町分譲地を購入し住宅を建築した事業主に報奨

金を交付する事業です。 

 

■ 地域間交流等による 

交流・定住人口の増加を図る施策の推進 

【総務費・商工費】（総務課・産業課） 

地域交流事業              ８０万円               

姉妹都市岩手県一関市及び東京都目黒区等と、

合宿受入れ・区イベントへの参加・産直野菜の出

店等により交流を推進します。 

三春秋まつり交付金         ５００万円               

今年で１０回目となる「三春秋まつり」を葛尾

村、富岡町と共催で開催する実行委員会に交付金

を交付します。 



 

重点施策４ 

産業振興による 

地域活性化に関する取り組み 

 

■ 中心市街地の活性化と街なか整備の推進 

【土木費】 （建設課・産業課） 

中心市街地再生整備事業   ２億４，５３４万円 

社会資本整備総合交付金事業により、町のシン

ボルであるお城山の整備や市街地における住民の

日常生活を支える生活道路等の整備を行います。 

【予算の内訳】 

  北町荒町線道路改良工事  １億１，７７９万円 

整備工事（田村高校入口～三春中体育館） 

物件補償、土地購入 

  新桜川筋石張舗装工事     ２，７１６万円 

   石張舗装工事（不動滝橋～大町橋）  

新百杯宴広場整備事業     ８，１１９万円 

にぎわい拠点としての緑地広場を整備します。 

新中町公衆トイレ実施設計業務   ２１０万円 

中心市街地蔵再生整備工事   １，７１０万円 

 中町にある蔵を貸店舗として活用するため再生

整備を行います。 

景観整備等補助金          １１０万円               

歴史的建造物等の保存・修繕に取り組む場合補

助金を交付します。 

新街なか賑わい創出事業       １６２万円               

空き店舗を活用した小売店舗等の改修費や家賃

等を助成します。 

 

■ 観光資源を活用した通年型観光の創造 

【商工費・土木費・教育費】（産業課 生涯学習課） 

観光振興イベント補助金       ８００万円               

春まつり、時代行列、桜歌謡祭、ミュージック

フェスタ、アーツ＆クラフツの開催に伴い、実行

委員会へ補助金を交付します。 

観光振興グレードアップ事業     １３０万円               

三春盆踊り大会、もみじﾗｲﾄｱｯﾌﾟ事業を観光協会

に委託します。 

三春ウォークの開催          ８０万円               

年間を通して訪ねたくなる地域づくりの一環と

して、三春ウォークを共同開催します。 

みずウォーク三春大会の開催      ８０万円               

さくら湖周辺を会場にみずウォークを共同開催

します。 

もみじ山整備事業          １１７万円               

秋の三春の彩りを創造するためもみじ山を整備

します。 

 

 

 

 

 

■ ６次産業化などによる農業・農村の持続発展のための取組み 

【農林水産費】（産業課 農林ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

経営所得安定対策の推進       ２５１万円               

水稲の生産調整を柱とした経営所得安定対策を

推進し、農業経営の支援を行うため、農業者への

周知や加入申請等の事務の支援を行います。 

中山間地域直接支払制度の推進  ７，３２２万円               

中山間地域での農業が担う役割を維持するため、

集落が共同で取り組む２５協定地区を支援し、良

好な農村環境の保全を図ります。 

企業の農業参入支援と遊休農地の解消  １２万円               

農地の利用集積と遊休農地の解消を図るため、

企業の農業参入等を支援します。 

新葉たばこからの作目転換補助金    ７２万円               

葉たばこからピーマン栽培へ転換する農業者に、

JA とともに資材費購入を助成します。 

畜産振興事業            １８０万円               

良質牛の生産に努め農業経営の安定に資するた

め、優良基礎雌牛導入、乳牛増頭事業に補助金を

交付します。 

鳥獣被害防止対策事業        １９１万円               

有害鳥獣による農作物の被害を防止するため、

実施隊員を委嘱するほか協議会運営を支援します。 

 

■ 企業誘致等による働く場の確保 

【商工費・労働費】（産業課 商工・観光ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

企業誘致奨励金           ４２９万円               

田村西部工業団地に立地した２企業に対し、町

工場立地促進条例に基づき奨励を交付します。 

新雇用促進奨励金          ３９０万円               

工場等を新設、または増設し、町民を従業員と

して新規雇用した企業に奨励金を交付します。  

（新規 1 人２０万円、新卒１人３０万円） 

 

■ 滝桜渋滞緩和対策等を通じて観光客へのサービスの充実 

【商工費・教育費】（産業課 商工・観光ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

滝桜臨時駐車場指定管理業務委託 ４，８３０万円 

滝桜開花時の観光対策に関する業務を、三春町

観光協会に委託します。 

※開花前は、観桜料徴収時に記念カードと再入

場券を配布します。 

新滝桜樹勢回復事業         ８０５万円 

枯枝剪定、支柱交換、保護柵拡張工事等を実

施します。 



 

重点施策５ 

安全で安心して暮らせる 

生活環境の創造に関する取り組み 

 

■ 幹線道路・通学路の整備及び生活道路維持補修の促進  

【土木費】 （建設課 建設ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

安全・安心な道路整備を促進するため、次の路線

の整備に取り組みます。 

幹線道路整備事業        ３，１１０万円 

  太田線道路改良工事      ３，１１０万円 

改良工事 L=140ｍ W=6.0（9.25）ｍ 

[参考]（２４年度追加補正） 

   国の１次補正予算の社会資本整備総合交付金事

業により、町道の整備を行います。 

四反田富沢線道路改良工事   ２，５１０万円 

 舗装補修工事 L=350ｍ 

実沢線道路改良工事      ２，２１０万円 

 舗装補修工事 L=440ｍ 

中央線道路改良工事      ２，５１０万円 

舗装補修工事 L=360ｍ 

道路改良事業          ４，７０２万円 

【予算の内訳】 

  下舞木岩本線外道路改良工事  ２，２７７万円 

改良工事 L=150ｍ 用地補償等 

新上舞木戸ノ内２号線道路改良工事 １，０１７万円 

改良工事 L=68ｍ W=6.0ｍ 用地取得 

新五本木垢潜薬師道線道路改良工事   ９０２万円 

改良工事 L=50ｍ W=6.0ｍ 用地取得 

新永作地内道路改良工事       ５０６万円 

測量設計 用地取得 

町道等維持工事費        ４，５００万円 

まちづくり協会等からの要望に応え、町道、農

道、水路等の維持補修工事を行います。 

西部地区住環境整備事業       ５００万円 

住環境整備を図るため、下舞木地区の側溝改修

等工事を行います。 

生活道路整備事業助成金       ７００万円 

地域が自ら生活道路の整備に取り組む場合、１

地区 100 万円を上限に補助します。 

 

 

 

 

 

 

■ 桜川改修、県道改良など県事業の促進支援 

【土木費】（建設課 都市ｸﾞﾙｰﾌﾟ・建設ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

 桜川改修計画費         経常経費で対応 

県事業の桜川改修事業に協力し、地権者支援、

河川景観形成の事業等に取り組みます。 

新桜川河川附帯工事費用負担金  １，３２５万円 

桜川改修事業の桜谷橋の架け替え工事に合わせ

て、橋梁の拡幅を行います。 

県道路改良事業の推進      経常経費で対応 

県道須賀川三春線道路改良事業（雁木田地内） 

県道飯野三春石川線道路改良事業（新町地内） 

県道本宮常葉線道路改良工事  （実沢地内） 
 

■ 災害に強いまちづくりの推進 

【総務費・消防費・衛生費】（総務課・住民課） 

 消防施設整備事業          ６０２万円 

消防力の向上を図るため、防火水槽修繕、消防

施設修繕、消防用資機材購入等を行います。 

防災基盤整備事業          ７００万円 

町民の安全を確保するため、防火水槽（無蓋）

２基を新設すします。 

新旧 JA たむら岩江支店事務所改修工事設計業務  １５８万円 

事務所を岩江地区防災コミュニティーセンター

（仮称）として利活用するため、改修工事の設計

を行います。 

新避難広場整備         ８，４００万円 

震災復興交付金を活用して、町営運動公園隣接

地に避難広場を整備します。 

新県中防災訓練            ７４万円 

町営運動公園を会場に県中地区総合防災訓練を

開催します。 

自主防災会の活動支援         ３９万円 

各地区自主防災会の活動を支援します。 

新防災拠点施設太陽光発電設備導入事業  ６，６００万円 

災害時のため、避難所となる公共施設に太陽光

発電、畜電設備を設置します。 

  交流館まほら：２０Kw、町民体育館：１０Kw 

交通安全施設整備事業        ２５０万円 

危険箇所を調査し、カーブミラーの購入、ガー

ドレール・区画線設置等の工事を行います。 

防犯灯設置事業           ５００万円 

LED 防犯灯新設、維持工事を実施します。 

 

■ 町営墓地の整備 

【衛生費】（住民課 生活環境ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

新町営墓地整備事業        １，５５３万円 

平沢字谷戸地内に町営墓地１００～１２０区画

を整備します。 

完成間近の 

国道 288 号 BP 



重点施策６ 

学校教育の充実とスポーツ・ 

文化活動の推進に関する取り組み 

 

■ 夢をかなえる確かな学力の育成 

【教育費】（教育課・生涯学習課） 

基礎学力向上推進事業        １４３万円 

学力検査の充実、実施により学力向上を図ります。

新三春中スクールバス運行事業  ２，０８３万円 

遠距離通学対応としてｽｸｰﾙﾊﾞｽを運行します。 

学校支援地域本部事業         ７２万円 

学校支援コーディネータ―を配置し、地域のﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱとの連携を図り、教師が生徒と向き合える時間

を確保し、地域全体の学習意欲の高揚を図ります。 

 

■ 特色ある学校づくりの推進 

【教育費】（教育課 学校教育ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

新特色ある学校づくり支援交付金   ２４０万円 

各小中学校が主体的に実施する特色ある学校づ

くり事業に交付金を交付します。 

 

■ 一人一人の教育的ニーズの把握と特別支援教室の充実 

【教育費】（教育課 学校教育ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

新就学指導審議会          ４３６万円 

田村地方就学指導審議会の解散により、三春町

就学指導審議会を設置します。 

特別支援学級          １，４８３万円 

 

■ 生涯学習施設の整備と記念事業の推進 

【教育費】（生涯学習課・歴史民俗資料館） 

三春交流館まほらホール築１０周年記念事業  ８６３万円 

宮川彬良のアキラ塾[９月]の開催  ２０１万円 

運営協会自主事業（運営協会交付金）６４０万円 

津軽三味線脩一朗＆大地[４月] 

小椋佳「歌紡ぎの会」[６月] 

女優たちによる朗読「夏の雲は忘れない」[７月]   

ニューイヤーコンサート２０１３[１月] ほか 

新ライスレイク姉妹都市交流２５周年等事業 １００万円 

ライスレイク友好庭園メンテナンス派遣事業に

補助します。 

歴史民俗資料館開館３０周年記念展等展示事業  １５０万円 

春 季 特 別 展 「 講 所 か ら 学 校 へ 」、 夏 季 展

「ARTS&CRAFTS×馬（仮）」、秋季展「和算家・助川

音松」を開催します。 

 

 

 

 

重点施策７ 

町民の健康増進と福祉施策の 

充実に関する取り組み 

 

■ 町民の健康増進と医療費の抑制対策の推進 

【衛生費】（保健福祉課 健康づくりｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

地域医療の推進（在宅当番医制分）  １４９万円 

感染症対策や健診事業について医師会・三春病

院等と連携し、保健・医療事業を効果的・効率的

に展開します。 

新田村地方夜間診療所整備事業負担金 １，２４５万円 

田村市船引町に田村地方夜間診療所を整備する

ため建設費用を負担します。 

成人健康診査（住民健診）事業  ３，０３０万円 

健康の保持増進、疾病の早期発見、早期治療、

生活習慣の改善による病気を予防します。 

予防接種事業          ４，９５８万円 

インフルエンザワクチン接種助成  １，４０３万円 

乳幼児、小・中学生と６５歳以上の者は自己

負担１，０００円で接種できます。 

子宮頸がんワクチン接種助成     ３７３万円 

接種費用は無料で、新中学１年生、高校 1 年

生までの未接種者が助成対象となります。 

ヒブワクチン接種助成        ４２１万円 

０～４歳対象、無料。 

肺炎球菌ワクチン接種助成      ６０９万円 

０～４歳対象無料、６５歳以上の未接種者は自

己負担 1,000 円で接種できます。 

■ 福祉サービスの充実 

【民生費】（保健福祉課 福祉ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

新障がい者相談支援事業       ９８６万円 

障がい者の福祉サービスの相談支援業務を基幹相

談支援事業所として、町社会福祉協議会に委託します。  

障がい者福祉事業（扶助費）   ３億４２５万円 

老人福祉施設（養護老人ホーム）入所措置事業 ５，５８２万円 

養護老人ホーム入所者の経費負担を図ります。 

 ホームヘルパー育成事業       ２０９万円 

ホームヘルパーの人材不足を解消するため、そ

の育成を町社会福祉協議会に委託します。 

介護保険事業（一般会計からの繰出金）２億３，２５４円 

■ 介護予防事業の充実及び介護基盤の整備促進 

【民生費】（保健福祉課 福祉ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

にこにこ元気塾（通所型介護予防）事業  １，９７６万円 

各地区集会施設で、通所型介護予防事業を実施します。 

介護職員処遇改善臨時特例基金事業  ２，０４０万円 

旧敬老園跡地に整備される、小規模特別養護老人

ホーム、小規模多機能型居宅介護事業所に施設開設

準備経費を助成します。 



   

重点施策のほかにこんなことにも取組みます 

 

事業名 区分 主な内容 予算額 担当 

参議院議員通常選挙 新規 平成２５年７月２８日任期満了に伴う参議院通

常選挙が行われます。 

９９５万円 総務課 

庶務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

地上デジタル放送難視

対策事業 

新規 地上デジタル放送が視聴できない地区に共同ア

ンテナ設置費用を助成します。 

２，１５７万円 総務課 

企画情報ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

震災復興祈念事業 継続 町の復興を祈念するイベント（イルミネーショ

ン、コンサート等）を開催します。 

１７７万円 総務課 

企画情報ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

消費者行政事業 継続 消費者の利益の保護、消費者被害の未然防止の

ため、啓発用冊子を購入し各世帯に配布します。 

４２万円 住民課 

住民ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

コンビニエンスストア

収納 

拡充 軽自動車税に加え住民税、固定資産税、国民健

康保険税においてもコンビニで納付できるよう

納税方法を拡充します。 

１５８万円 税務課 

収納ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

戸籍副本データ管理シ

ステム改修事業 

新規 東日本大震災の被災状況を踏まえ、戸籍データ

副本管理システムが構築されるに伴い、システ

ムの改修を行います。 

１５９万円 住民課 

住民ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

町営バス運行事業 拡充 スクールバス利用して、朝夕、昼間に町営バス

として運行します。ダイヤを大幅に改正し、駅、

スーパー及び医療機関が集中する三春地区内循

環を新たに運行します。 

２，０５６万円 住民課 

生活環境ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

住宅用太陽光発電設備

等設置補助事業 

新規 住宅用太陽光パネル、または、畜電池の設置者

に対して補助金を交付します。   

太陽光パネル：２万円／１ＫＷ当 

畜電池：１／３以内で３０万円限度 

６５１万円 住民課 

生活環境ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

給食施設管理運営事業 一部 

新規 

単独調理場（三春小、岩江小、三春中、岩江中）、

共同調理場（さくら・沢石）の運営する経費で、

調理員人件費及び調理業費用が主なもの。 

本年度より、三春中の給食を開始します。また、

御木沢小、北保育所は沢石共同調理場で実施し

ます。 

５，８８０万円 教育課 

学校教育ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

さくら湖自然環境フォ

ーラム 

一部 

新規 

大学教授等の講演会と地元小中学生、高校生に

よる自然環境に関する研究発表を行います。 

８５万円 生涯学習課 

生涯学習ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

配水管改良工事（桜川改

修関連） 

新規 桜川改修に関連し、会下谷橋、新町橋等の配水

管の付け替えを行います。 

４，０００万円 企業局 

石綿管布設替工事 継続 沼ノ倉団地内の石綿管の布設替えを行います。 ２，０００万円 企業局 



  （（（   資資資   料料料   編編編   ）））   

      予予  算算  のの  概概  要要  

  

    三春町の平成２５年度一般会計予算は  ６６７７億億６６，，７７２２００万万円円  です。 

   平成２４年度予算の６９億８，３４６万円と比べ２億１，６２６万円の減額です。 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    自主財源・・・町が自ら収入することができるお金。町税や施設の使用料、窓口の手数料など。 

  依存財源・・・国や県から交付されるお金や借金。地方交付税や補助金、町債など。 

 

    入るお金（歳入）について 

   ◆ 町   税  前年度より１億４，８０７万円多い１６億６１１万円を見込みました。 

   ◆ 地方交付税  前年度より７，３４７万円多い２４億１，９２１万円を見込みました。 

   ◆ 国庫支出金  中心市街地再生整備事業補助金、小学校改修費国庫補助金、道路整備費国庫補助金

などを合わせて５億６，４３０万円を計上しました。 

   ◆ 町債(借入金） 臨時財政対策債２億円、道路整備事業債や学校教育施設等整備事業債など合わせて

４億７，４２０万円を計上しました。

歳歳  入入 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 義務的経費・・・歳出のうち、その支出が義務づけられ任意に節減できない経費をいいます。極めて硬直性の強い経費
です。一般に、人件費、扶助費および公債費の合計をいいます。家計に例えると、家賃や高熱水費、ロ
ーンの返済などに似ています。必ず支払わなければならない経費です。 

 投資的経費・・・歳出のうち、その支出が資本形成に向けられるものをいいます。一般に、普通建設事業費、災害復旧
事業費および失業対策事業費の合計をいいます。 家計に例えると、家や車庫を建てるためのお金に似
ています。 

    出るお金（歳出）について 
◆ 義務的経費 

人件費  職員の給与・手当、議員報酬などの経費で １２億３，７４０万円。 
公債費  借入金の元金、利子の返済する経費で、８億５，６８２万円。 
扶助費  児童手当支給費、子育て支援医療費助成、障がい者給付、老人福祉施設入所費用など各種扶

助の経費で、７億８，４７５万円。 
◆ 投資的経費（建設事業） 

  町道太田線、町道下舞木岩本線外、町道上舞木戸ノ内２号線、五本木垢潜薬師道線、町道永作地内道
路などの道路改良工事費、三春小学校改修事業、防火水槽新設工事などの経費で、８億４，２５４万円。 

◆ その他の経費 
物件費   臨時職員賃金、各業務、各種検診などの委託料、需用費、役務費などの経費で、 

１０億１，８７２万円。 
補助費等  地デジ難視対策補助金、太陽光発電設備等設置補助金、三春小学校弁当給食差額負担金な

どの新規事業や、郡山地方広域消防組合分担金、田村広域行政組合負担金、上水道事業、
公共下水道事業、病院事業の運営費用への補助金、各種団体への補助金、負担金などの経
費で、１０億３，４４８万円。 

繰出金   国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、放射性物質対策特
別会計などへ支出される経費で、６億８，７２８万円。 

   維持補修費 道路、橋梁などの補修、小中学校など公共施設を補修する経費で、１億５９７万円。 
   投資・出資・貸付金   

上水道事業、公共下水道事業、農業集落排水事業、個別排水処理事業の建設事業へ支出す
る経費などで、１億２，８１０万円。 

   積立金   老朽化等により今後増えてくる公有施設の修繕に備えた三春町公有施設整備基金への積
立金など、各基金への積立ての経費で、５，１１６万円。 

歳歳  出出 



       借借入入金金（（町町債債））とと預預金金（（基基金金））のの額額  

 

三春町の平成２５年度末の借入金残高は  ８８４４億億１１，，８８６６５５万万円円となる見込みです。  

借入金残高は、平成１４年度末の１３５億７，５５７万円をピークに減少し、平成２３年度には 

５０億５，３１６万円減の８５億２，２４１万円となりましたが、学校建設や台風災害などに係る借

入れにより、平成２４年度からの残高は、ほぼ横ばいとなる見込みです。 

 

▼ 借入金残高の推移（一般会計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

平成２５年度末の借入金残高は８４億１，８６５万円となる見込みで、建設事業債の残高は 

５４億２，０８０万円、財源対策債の残高は２９億９，７８５万円となります。なお、財源対策債の残

高については交付税（臨時財政対策債返済金）として措置されます。 

 企業会計（水道・下水道）にも３８億５，３４７万円の借入残高があります。 

 

 借入金（町債） 

自治体の借金は、地方債や起債と呼ばれて、町の場合は町債とも呼ばれます。 

自治体の予算には、その年度使うお金は、その年度に得る収入（町税や地方交付税）でまかなうことを基本と

した「会計年度独立の原則」があります。 

しかしながら、その年度で町民のみなさんからいただく税金や地方交付税などだけでは、多額の費用がかかる

施設の建設などを行うことが困難です。また、将来にわたって使用するような施設の建設費をその年度に住んで

いる住民の方だけが負担するよりも、その施設を利用することができる将来の住民の方も借金を返済する形で少

しずつ負担するとの考えもあります。 

そこで、自治体にも借入金を起こせる「起債」という制度があります。 

ただし、後年度負担が増えるため、やみくもに借り入れることは許されず、返済金の一部が後年度に地方交付

税で返ってくるようなものを中心として慎重な借り入れをしています。 

 

85.22 



 

三春町の平成２５年度末の基金総額は  ２２５５億億９９，，５５６６５５万万円円  となる見込みです。  

財政調整基金額は、平成２４年度末に７億３，９０２万円となり、 

平成２５年度末には４億７，１６７万円となる見込みです。 

▼ 基金額の推移（一般会計） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    預金（基金） 

町には、土地や建物、物品や債権などさまざまな財産のほかに、一般家庭の預金に相当するといわれる基金が

あります。 

町の預金は、財政調整基金、減債基金、その他の目的基金に大きく分けられます。 

● 財政調整基金 

町ではいつもの年度と比べて収入が少なかったからといって行政サービスを低下させることはできません

し、逆に、いつもの年度より収入が多かったからといって全額を使うようなことはしてはいけません。この

ため、余裕のお金があれば預金として積み立てられ、災害などによりお金が不足するような時は、預金を切

り崩して賄います。このようにして積み立てられてきたお金が財政調整基金です。 

● 減債基金 

借金の返済金のためだけに使用することができる積立金です。 

● その他の目的基金 

   福祉基金や水道事業経営安定化基金、観光振興基金や文化財振興基金など、使う目的を決めた基金があり

ます。銀行などに預けているので利息なども積み立てます。また、平成２４年度には、基金を利活用するた

めに統廃合を行い整理しました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 


